
取組名：水田地帯における小麦の生産性向上

江別市は北海道有数の小麦の主産地である。しかしながら、水田転作ほ場を中心に収量が低
く、収量の年次変動の大きさも課題となっている。

実施地区の概要と課題

今後の展望

令和７年度 畑地化促進事業

＜江別市では排水性、
物理性の改善が課題＞

実施した取組内容など

■取組内容
・秋まき小麦「ゆめちから」の適正施肥の現地実証（４～７月）
・愛知県への先進地視察（12月）
水田を活用した２年３作体系において、高収量・高品

質を実現している愛知県の小麦安定生産技術の調査
・農業者向け研修会の開催（５月、11月、３月）

■成果
現地実証では、「ゆめちから」において、光合成効率

を左右する受光態勢が施肥時期に影響されることを確認。
愛知県では排水対策の徹底、有機物施用による土壌物

理性の改善、品種特性・生育状況に応じた施肥管理など
の技術によって安定生産が実現されている状況を研修し
た。
３月に行った研修会では、

これらを農業者に講演し、
来年以降の栽培に活かして
いくことを確認した。

石狩農業改良普及センター本所

■実施地区（江別市）
・受光態勢を意識した施肥管理
を地域に根付かせる。

・今後はそれ以外にも有機物施
用による地力向上、物理性改
善や排水対策を意識した栽培
管理を推進し、安定生産をめ
ざす。

■実施地区以外（恵庭市､千歳市､北広島市）
・今回の受光態勢を意識した施肥管理を波及
させ、単収の向上を目指す。

実施地区など

江別市

＜越冬前生育量の確保、起生期以降の施肥管理に
よって適正な受光態勢をめざす＞

＜愛知県の小麦栽培視察＞

＜江別市で研修会を開催＞

＜施肥時期・量と生育・収量の結果＞

止 製品
葉 収量

月 4 4 5 6 ⾧ (kg/
日12 30 8･9 5 (cm) 10a)

1 8 ー 3 4 18.9 3.6 39 649
2 ー 4 3 4 18.7 3.7 40 668
3 ー ー 7 4 17.3 3.1 42 660
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